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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成27年3月26日(2015.3.26)

【公開番号】特開2013-159030(P2013-159030A)
【公開日】平成25年8月19日(2013.8.19)
【年通号数】公開・登録公報2013-044
【出願番号】特願2012-22870(P2012-22870)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   1/32     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/12     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｄ
   Ｇ０６Ｆ    1/00     ３３２Ｚ
   Ｇ０６Ｆ    3/12     　　　Ｋ
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ３９８　
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月5日(2015.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置であって、
　プログラムを記憶するメモリと、
　前記メモリに記憶される前記プログラムを実行するプロセッサと、
　外部装置からデータを受信するネットワークインターフェースと、
　前記ネットワークインターフェース及び前記メモリには電力が供給されるが前記プロセ
ッサには電力が供給されない第１電力状態でユーザの操作無しで所定時間が経過した場合
には、前記画像形成装置を前記第１電力状態から、前記メモリには電力が供給されるが前
記ネットワークインターフェース及び前記プロセッサには電力が供給されない第２電力状
態に移行させる電力制御手段と、
　を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記電力制御手段は、前記第１電力状態でユーザの操作無しで前記所定時間が経過した
場合であっても、外部装置との通信の予約が存在する場合には、前記画像形成装置を前記
第２電力状態への移行を制限する、ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　接続される外部装置から電力供給が可能な外部接続手段をさらに有し、
　前記電力制御手段は、前記第１電力状態でユーザの操作無しで前記所定時間が経過した
場合、前記外部接続手段に対して外部装置からの電力供給がある場合には前記画像形成装
置を前記第２電力状態に移行させ、一方、前記外部接続手段に対して外部装置からの電力
供給がない場合には前記画像形成装置を前記電源オフ状態に移行させる、ことを特徴とす
る請求項１に記載の画像形成装置。
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【請求項４】
　前記外部接続手段は、ＵＳＢインタフェースである、ことを特徴とする請求項３に記載
の画像形成装置。
【請求項５】
　前記外部接続手段は、ＩＥＥＥ １３９４インタフェースである、ことを特徴とする請
求項３に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　ユーザの操作に従ってオン状態又はオフ状態になるスイッチをさらに有し、
　前記電力制御手段は、前記画像形成装置を前記第１電力状態から前記第２電力状態に移
行させるときに、前記スイッチを前記オン状態から前記オフ状態に変更する、ことを特徴
とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記電力制御手段は、前記第１電力状態において前記スイッチが前記オン状態から前記
オフ状態にされた場合、前記画像形成装置を電源オフ状態又は前記第２電力状態に移行さ
せる、ことを特徴とする請求項６に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　ユーザの操作に従ってオン状態又はオフ状態になるスイッチと、
　前記スイッチが前記オン状態から前記オフ状態になった場合に前記画像形成装置が移行
するべき状態を設定する設定手段と、をさらに有し、
　前記電力制御手段は、前記第１電力状態において前記スイッチが前記オン状態から前記
オフ状態になった場合に前記設定手段の設定に基づいて、前記画像形成装置を電源オフ状
態又は前記第２電力状態に移行させる、ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項
に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記スイッチは、ロッカースイッチである、ことを特徴とする請求項６乃至８のいずれ
か１項に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記電力制御手段は、ＣＰＬＤを含む、ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１
項に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　ユーザの操作に従ってオン状態又はオフ状態になるスイッチをさらに有し、
　前記電力制御手段は、前記第２電力状態で前記スイッチが前記オフ状態から前記オン状
態になった場合に、前記画像形成装置を前記第２電力状態から前記受信手段、前記記憶手
段及び前記制御手段に電力が供給される通常電力状態に移行させる、ことを特徴とする請
求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記電力制御手段は、前記第２電力状態のときに前記記憶手段に記憶されていたデータ
を使って、前記画像形成装置を前記第２電力状態から、前記受信手段、前記記憶手段及び
前記制御手段に電力が供給される通常電力状態に移行させる、ことを特徴とする請求項１
１に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記第２電力状態は、ＡＣＰＩ－Ｓ３状態である、ことを特徴とする請求項１乃至１２
のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１４】
　前記電力制御手段は、ソレノイドを使って、前記スイッチを前記オン状態から前記オフ
状態に変更する、ことを特徴とする請求項６に記載の画像形成装置。
【請求項１５】
　前記ユーザの操作は、前記画像形成装置の操作部に対するユーザの操作、又は、受信手
段を介して前記画像形成装置へのジョブの投入、を含むことを特徴とする請求項１乃至１
４の何れか1項に記載の画像形成装置。
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【請求項１６】
　プログラムを記憶するメモリと、
　前記メモリに記憶される前記プログラムを実行するプロセッサと、
　外部装置からデータを受信するネットワークインターフェースとを有する画像形成装置
の制御方法であって、
　前記ネットワークインターフェース及び前記メモリには電力が供給されるが前記プロセ
ッサには電力が供給されない第１電力状態でユーザの操作無しで所定時間が経過した場合
には、前記画像形成装置を前記第１電力状態から、前記メモリには電力が供給されるが前
記ネットワークインターフェース及び前記プロセッサには電力が供給されない第２電力状
態に移行させる電力制御工程
を有することを特徴とする画像形成装置の制御方法。
【請求項１７】
　コンピュータを、請求項１乃至１５のいずれか１項に記載された手段として機能させる
ためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、画像形成装置であって、プログラムを記憶するメモリと、前記メモリに記憶
される前記プログラムを実行するプロセッサと、外部装置からデータを受信するネットワ
ークインターフェースと、前記ネットワークインターフェース及び前記メモリには電力が
供給されるが前記プロセッサには電力が供給されない第１電力状態でユーザの操作無しで
所定時間が経過した場合には、前記画像形成装置を前記第１電力状態から、前記メモリに
は電力が供給されるが前記ネットワークインターフェース及び前記プロセッサには電力が
供給されない第２電力状態に移行させる電力制御手段とを有することを特徴とする。
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